建築基準法に基づく耐久性等関係規定等適合確認書

平成　　年　　月　　日

次の既存建築物を現地調査等した結果、事実に相違ありません。

確認者  建築士事務所名

建築士事務所登録番号

建築士登録番号

氏名　　　　　　　 　　　　㊞

	建築場所
	

	建築確認番号及び同年月日
	


１　耐久性等関係規定（建築基準法施行令第36条）

	NO
	対象条項

（建築基準法施行令）
	基準の概要
	適合状況
	確認方法

	１
	第37条

（構造部材の耐久）
	構造耐力上主要な部分が腐食・腐朽等の措置を講じてられていること
	□適　合　□不適合

□非該当
	□現場確認　□既存図面等

□その他（　　　　　　　）

	2
	第38条　　第1項

（基礎）
	基礎が荷重等を地盤に安全に伝え、地盤沈下等に対し安全であること
	□適　合　□不適合

□非該当
	□現場確認　□既存図面等

□その他（　　　　　　　）

	4
	第6項
	木ぐいが常水面下にあること
	□適　合　□不適合

□非該当
	□現場確認　□既存図面等

□その他（　　　　　　　）

	5
	第39条　　第1項

（屋根ふき材等の緊結）
	屋根葺材等が風や地震により脱落しないこと
	□適　合　□不適合

□非該当
	□現場確認　□既存図面等

□その他（　　　　　　　）

	6
	第2項
	屋根葺材等が脱落等しないよう下地等に取り付けられていること
	□適　合　□不適合

□非該当
	□現場確認　□既存図面等

□その他（　　　　　　　）

	7
	第41条

（木材）
	木材に節、腐れ等の耐力上の欠点がないこと
	□適　合　□不適合

□非該当
	□現場確認　□既存図面等

□その他（　　　　　　　）

	8
	第49条　　第1項

（外壁内部等の防腐措置等）
	構造耐力上主要な部分は、腐朽しにくい材料であること
	□適　合　□不適合

□非該当
	□現場確認　□既存図面等

□その他（　　　　　　　）

	9
	第2項
	軸組、構造耐力上主要な柱等は防腐・防蟻措置されていること
	□適　合　□不適合

□非該当
	□現場確認　□既存図面等

□その他（　　　　　　　）


２　建築設備、屋根ふき材等の基準（告示第566号）
	
	対象条項

（告示第566号）
	基準の概要
	適合状況
	確認方法

	1
	第１の１の２

（建築設備）
	水槽、給排水設備等が施行令の関係規定に適合している
	□適　合　□不適合

□非該当
	□現場確認　□既存図面等

□その他（　　　　　　　）


３　現地調査の結果、特にコメントすべき事項を以下に記載する。
	


＊添付資料　　昭和56年6月1日時点の建築基準法の規定に適合していることによる基準により増築を行おうとする場合は、構造耐力上主要な部分の損傷、腐食、劣化等の状況を示す写真の添付が必要となります。























































































